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報
 

こ
の
度
め
で
た
く
 
「か
な
ぎ
公
民
館
ブ
ラ
イ
ダ
ル
」
 
（
企画
・

進
行
ー
事
務
局
「
金
木
町
中
央
公
民
館
」
）
に
よ
り
カ
ッ
プ
ル

と
な
ら
れ
た
若
い
お
二
人
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。
 

亙4PPyWedding ★
来
春
ご
結
婚
を
ご
予
定
さ
れ
て
い
る
方
は
、
お
気
軽
に
金
木

町
中
央
公
民
館
に
ご
相
談
下
さ
い
。
す
べ
て
事
務
局
が
手
配

い
た
し
ま
す
。
（T
E
L

5
31
3
5
8
1

)
 

ま
た
、
お
二
人
の
お
名
前
と
結
婚
記
念
日
を
刺
し
ゆ
う
し
た

豪
華
桐
箱
入
ア
ル
バ
ム
の
記
念
品
等
々
た
く
さ
ん
の
特
典
が

あ
り
ま
す
。
 

（平成 4 年11月10日現在） 
米の出荷状況（うるち米） 

区 	分、 
平成元年 平成 2 年 平成 3 年 平成 4 年 

数 量 比率 数 量 」七率 数 量 比率 数 量 比率 

1 	等 	米 91,411 76.0 90,789 72.7 56,000 53 一 1 102,648 91.7 

2 	等 	米 27,994 23.3 33,479 26.8 47,711 45.2 9,200 8.2 

3 	等 	米 812 0.7 599 0.5 1,753 1.7 63 0.1 

合 	計 120,217 100.0 124,867 100.0 105,464 100.0 111,911 100.0 

配分限度数量 127,286 94.4 126,789 98.5 126,785 83.2 137,087 81.6 

9
月
末
か
ら
検
査
・
出
荷
が
行

わ
れ
て
い
た
平
成
4
年
産
米
の
収

穫
状
況
が
ほ
ぼ
ま
と
ま
り
ま
し
た
。
 

今
年
は
天
候
に
は
恵
ま
れ
た
も

の
の
、
収
穫
量
に
バ
ラ
ツ
キ
が
見

ら
れ
、
平
年
並
の
出
荷
数
量

一
一

万
一
，
九

一
一
俵
（
配
分
限
度
数

量
対
比
8
1・
6
%

）
に
と
ど
ま
り

ま
し
た
。
 

町
の
主
力
品
種
は
 
「む
つ
ほ
ま

れ
」
で
全
体
の
9
8・
5
％
を
占
め

て
い
ま
す
。
 
「
む
つ
ほ
ま
れ
」
 
の

一
等
米
比
率
は
良
か
っ
た
も
の
の

他
の
品
種
は
平
年
を
下
回
る
も
の

も
見
ら
れ
ま
し
た
。
等
級
別
で
見

る
と
表
で
も
わ
か
る
通
り
1
等
米
 
 が

＋
万
俵
を
超
え
9
1・
7
％
、
2
 

等
米
が
8

・
2
％
、
3
等
米
が
0
 

・

1
％
と
例
年
に
な
く
1
等
米
比

率
が
高
く
、
い
か
に
良
質
米
が
生

産
さ
れ
た
か
伺
え
ま
す
。
 

こ
の
背
景
に
は
、
天
候
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
年
々
消
費
者
の
良
質

米
志
向
が
強
ま
っ
た
こ
と
に
よ
り

生
産
者
の
良
質
米
に
対
す
る
意
識
 

・

栽
培
技
術
の
向
上
が
進
み
、
 一

等
米
比
率

（
良
質
米
）
が
高
く
な

っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
 

米
の
出
荷
に
つ
い
て
関
係
機
関

で
は
、
正
規
ル
ー
ト
で
出
荷
す
る

よ
う
呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。
 

・・… I III 1111111川“川広報かなき ⑥ 

【
等
米
が
1
0万
2
千
俵
 

豊作を願い刈り取り 

初検査も良好な滑り出し 



（亘）「町×7）花」 はイ可で・しょう。 

報了＼ 
、．二 ．い 
@）「田丁の鳥」 は何でしょう。 

, 
‘ J一 

よつ o 

消防署に新ポンプ車 
11月24日、金木消防署に新しい水槽イ寸

消防ポンプ自動車が配置されー、放水披露
が行われました。 
昭和46年に配置された化学車が20年間

に渡り活躍してきましたが、老朽化した
ことにィ半い、今、回新しくされたもので弓％ 

新しい dぐンプ車は、6490cc の 4 輪駆動
車で、2000 e のタンクが設置されていま
す。 通雪釦2'）圧カ 4 kgで約 5 分間位放水で’ 
き、消火栓から水を引く間このタンクの
水で消火します。 

これーからの季節、 この 4 輪駆動車が威
力を発揮することになります。 
年末年始のあわただしい時期に火災の

発生も多くなりますが、この新しい消防
ポンプ自動車がなるべく出動しないよう
火の元には十分注意しましょ う。 

⑦ 広報かなき川川川III 	 

ふるさと発見 

り イ ズ 
このクイズは金木町にちなんだ施設、名利く、 

文化財などを再発見してもらおう と問題に

したものです。 

Q ・日召手口60年に、金木町の 「日汀の木」 「田丁

の花」、 「町の鳥」 が指定されました。 この

町の木、花、鳥の問題です。 

（④）「町の木」 は何でしょう。 

全問正解者の中から抽選で’3 名様に素敵

な記念品を差し上げます。 どんどん応募し
て下さい。 

応募方法 

ノ、カキに住所， 氏名、年齢、職業、電話

番号を記入のうえ 

（ユ）クイズの答（2）今月号のよかった記事③つ

まらなかった記事④ご意見・ご感想を記入 
Q）うえ 

〒037-02 金木町大字金木字朝日山323 
金木町役場企画室 

までご応募下さい。 

応募の締切は 1月 5 日当日消印有効。 当選 

者の発表は 1月号に掲載します。 

n月号の答 

@）石炭 

（亘）かっちょ 

多数の応募があり、厳選なる抽選く7）結果、 

当選者は次の 3 名です。 

金 木 石 岡 佐知子さん 

金 木 三 上 淳 之一さん 

中市自木 成 田 静 哉さん 

たく さんのご応募、貴重なご意見有難うこ’ 

ざいます。今回当選しなかった方もこれに 

めげずどしどしご応募ください。 

町の除雪ドーザ・ 
塵芥車も新型に 

、厚生年金・国民年金積立金万還元融資施設 

▲13 t 級の除雪ドーザ 

▲最大積載量2,500kgの塵芥車 

「田丁

こ．の 

〒O37 02 

町
民

の
皆
様

の
た
め
に
新
型
車
で
頑
張
り
ま
す
 



凡喝予 oc;o 
長生きするための料理 

』
 ③

 

●長芋入りキャロットすいとん

材 料（10人分） 

た’し汁 	 10カッフ。 

鶏肉 	 20og 
ゴボウ 

人参 

しいたけ 

ワカメ 

長ネギ 

しょう油 

「長芋 

~人参 

~スキz、ミノレク 

［片栗粉 

作り方 

10カ、/ フ。 

200 g 
150 g 
100 g 
5 枚（中） ヤ） 

g
宜

々
 

2
5適
少
 1 kg 

60 g 
大サジ 5 
500 g 

6
5歳
に
な
っ

た
み
な

さ
ん

（
 

特
別
支
給
の
老
齢
厚
生
年
金
 

を
受
け
て
い
た
方
は

i
 

今
ま
で
特
別
支
給
の
老
齢
厚
生

年
金
を
受
け
て
い
た
人
は
、
六
十

五
歳
に
な
る
と
こ
の
年
金
の
受
給

権
が
消
滅
し
て
、
新
た
に
老
齢
基

礎
年
金
と
老
齢
厚
生
年
金
を
受
け

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

こ
の
手
続
き
と
し
て
 
「国
民
年

金
・
厚
生
年
金
保
険
老
齢
給
付
裁

定
請
求
書
」
を
提
出
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
 

国
民
年
金

情
報
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葉
 

大
 

普段の食生活を見直し、元

気で長生きするための料理で

す。 

彩りもきれいなので、おせ

ち料理の1品に加えてみては

いかがでしょう。 

位蒸す。冷まして
から切る。 

②からし酢じょうゆ
で食べる 

P 

食生活改善推進員の 

一 	吉田 ト キさん 

●阿房宮のかわり巻 

材 料（ 4 人分） 

長芋 	 200 g 
白菜 	 中位 3 枚 

焼のり 	 1枚 

ほうれん草 	1株 

塩鮭 	 1切れ（50 g) 
干ぴょう 	 log 
片栗粉 	 大サジ1.5 
」益 	 小サジ 1/2 
こしょう 	 少々 

ねりからし 	小サジ 1 
しょう油 	 小サジ 4 
酢 	 小サジ 2 
干菊 	 1枚 

作り方 

〔下ごしらえ〕 

長 r皮をむいて蒸してからつぶし、 

塩、こしょう、片栗粉を入れ混 

ぜる 

白菜 固めにゆでる 
~ーー、 F菊 フキンを敷いた蒸し器で少し火 

を通す 

塩鮭 焼いて骨と皮を取り、ほぐす 

〔本ごしらえ〕 

①巻きすの上に白菜 3 枚とのり、菊 

の順におき、その上に長芋を2/3 
位まで薄くのばして、手前の方か

ら、ほうれん草、その上に鮭をの

せ、のり巻きの要領で巻いて 8 等

分にかんぴようで結び強火で 5 分 

彩りもきれいな、元気で長生きする料理 

ノフ’ 	①長芋を、皮のついたまま、適当な 

固 	 大きさに切り、やわらかくなるま 

②長芋が、やわらかくなったら皮を

取ってつぶし、人参おろしとスキ

ムミルク、片栗粉を混ぜこねあわ

せる 

’よくたた ③鍋にだし汁10カップを入れ、鶏肉、 

気を切っ 	コ”ボウ、人参、しいたけを入れ煮る 

わせる 	④具がやわらかくなったら②を適当 

切りの大 	な大きさに切り③に入れ、浮き上 

を添える 	がるまで煮る 

トls_ L 	(5）最後に、ワカメとネギを加え、ひ

と煮たちさせて出来上がり 

プ 	 ●ごま揚団子 

材 料（ 6 個分） 

もち米ごはん 	200 g 
練りあん 	100 g 

揚油 	 適宜 

作り方 

① ごはんをよくつぶして 6 等分し、 

平らにして中心に小さく丸めたあ 

んを入れて丸くにぎり、白ごまを 
5 	 全体にまぶす 

②揚油を170度に熱し、①を揚げる 

.でラ誉食ト井 彩りもさ 
材 料（ 4 人分） 	 ～ノ、Jし 

ちリめんじゃこ 	2/3 カッフ’ 

梅干 	 5~6個 

大根おろし 	1カ・ソフ’ 

大葉 	 6 枚 

ごはん 	 600 g 
しょう油 	 適宜 

作り方 

①梅干は種を取って包丁でよくたた

き、ちりめんじゃこ、水気を切っ

た大根おろしと、混ぜ合わせる

②器に盛ったごはんに、千切りの大

葉と①をのせ、しょう油を添える 

プ 	 でゆでる 

60歳 	 65歳 

特別支給の 老齢厚生年金

老齢厚生年金 老齢基礎年金 

裁
定
請
求
書
の
用
紙
は
、
六
十

五
歳
の
誕
生
月
に
現
況
届
と
同
様

に
、
社
会
保
険
業
務
セ
ン
タ
ー
か
 



老齢基礎年金1 
振 替 加 算（ 

老齢基礎年金） 

65歳 

老齢厚生年金ノ 

加給年金額 

65歳（妻） 

特別支給の

老齢厚生年金 

60歳（夫） 

日
本
人
の
3
大
死
因
は
悪
性
新

生
物
（
癌
な
ど）
、虚
血
性
心
疾
患
、
 

脳
血
管
障
害

（脳
卒
中
）
で
す
。
 

脳
血
管
障
害
は
徐
々
に
減
少
し
て

い
る
の
で
す
が
、
他
の
2
つ
は
増

加
し
て
い
る
よ
う
で
す
。
で
は
虚
 

血
性
心
疾
患
と
は
ど
の
よ
う
な
病

気
な
の
で
し
ょ
う
？
 

心
臓
は
心
筋
と
い
う
筋
肉
で
で

き
て
い
ま
す
。
そ
の
筋
肉
に
血
液

に
乗
せ
て
酸
素
を
送
る
た
め
の
血

管
が
あ
り
そ
の
血
管
を
冠
動
脈
と

呼
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
冠
動
脈
に

異
常
が
あ
る
と
心
筋
に
十
分
な
酸

素
を
送
れ
な
く
な
り
ま
す
。
こ
れ
 
 が

虚
血
性
心
疾
患
で
、
そ
の
中
に

は
狭
心
症
、
心
筋
梗
塞
な
ど
が
含

ま
れ
ま
す
。
 

狭
心
症
と
は
冠
動
脈
の
あ
る
部

分
が
狭
く
な
っ
た
状
態
で
す
。
す

る
と
冠
動
脈
を
流
れ
る
血
液
が
少
 

な
く
な
る
た
め
、
普
段
は
何
と
か

酸
素
が
間
に
合
っ
て
る
心
臓
で
も
、
 

階
段
を
上
っ
た
り
、
走
っ
た
り
す

る
と
心
臓
は
た
く
さ
ん
の
酸
素
が

必
要
に
な
る
た
め
酸
素
不
足
に
な

り
ま
す
。
こ
の
状
態
が
狭
心
症
の

発
作
で
、
胸
が
締
め
付
け
ら
れ
る

よ
う
な
痛
み
を
感
じ
ま
す
。
こ
の

発
作
は
数
分
間
で
改
善
す
る
の
が
 
 普

通
で
す
。
ま
た
特
別
な
狭
心
症
 

カ
ん
れ
ん
し
ゆ

く
せ
い
 

と
し
て
冠
単
縮
性
狭
心
症
と
い
う

病
気
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
病
気
は

普
段
は
冠
動
脈
に
狭
い
と
こ
ろ
は

な
い
の
で
す
が
、
あ
る
と
き
冠
動
 

け
い
九

ん
 

脈
が
控
撃
を
起
こ
し
て
ぎ
ゆ
っ
と

縮
ん
で
し
ま
い
、
狭
心
症
の
発
作

が
起
こ
る
の
で
す
。
こ
の
発
作
は

安
静
時
に
起
こ
り
、
特
に
早
朝
に

多
い
の
が
特
徴
で
す
。
 

で
は
こ
の
狭
く
な
っ
た
冠
動
脈

が
完
全
に
つ
ま
っ
た
ら
ど
う
な
る

の
で
し
ょ
う
7
 

酸
素
が
心
筋
に
全
く
行
か
な
い

た
め
心
筋
は
死
ん
で
し
ま
い
ま
す
。
 

こ
れ
が
急
性
心
筋
梗
塞
で
す
。
こ

れ
は
非
常
に
危
険
な
状
態
で
、
病

院
で
治
療
し
て
も
重
篤
な
不
整
脈
、
 

心
不
全
、
心
破
裂
な
ど
お
き
2
0ー

 

4
0％
の
患
者
さ
ん
が
亡
く
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
。
ま
た
救
命
で
き
た

患
者
さ
ん
も
心
臓
の
一
部
が
死
ん

で
い
る
た
め
、
心
臓
は
か
な
り
弱

い
状
態
と
な
る
の
が
通
常
で
す
。
 

で
は
こ
の
恐
ろ
し
い
虚
血
性
心
 

疾
患
を
防
ぐ
に
は
ど
う
し
た
ら
よ

い
の
で
し
ょ
う
？
 

虚
血
性
心
疾
患
に
な
り
や
す
い

要
素

（
リ
ス
ク
フ
ァ
ク
タ
ー
）
を

あ
げ
ま
し
ょ
う
。
高
脂
血
症
、
高

血
圧
、
肥
満
、
糖
尿
病
、
喫
煙
、
 

運
動
不
足
、
食
事
、
高
齢
、
男
性
、
 

遺
伝
、
ス
ト
レ
ス
、
性
格

（
せ
っ

か
ち
、
闘
争
的
）
な
ど
で
す
。
こ

の
う
ち
気
を
つ
け
た
り
努
力
で
き

る
こ
と
は
し
て

（
禁煙
、
適
度
な

運
動
、
食
べ
過
ぎ
や
塩
分
と
り
過

ぎ
に
気
を
つ
け
る
な
ど
）
、
病
気
 

（
高
脂血
症
、
高
血
圧
、
糖
尿
病
）
 

は
早
目
に
治
療
し
、
よ
い
状
態
に

す
る
こ
と
で
虚
血
性
心
疾
患
を
減

少
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ

の
中
で
高
脂
血
症
、高
血
圧
、喫
煙

は
重
要
で
三
大
リ
ス
ク
フ
ァ
ク
タ
 

ー
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
の
で
特
に

気
を
つ
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
 

以
上
の
こ
と
に
気
を
つ
け
、
と

も
に
狭
心
症
や
心
筋
梗
塞
を
少
な

く
し
て
行
き
ま
し
ょ
う
。
 
 

ら
送
付
さ
れ
て
き
ま
す
の
で
、
必

要
事
項
を
記
入
し
て
誕
生
月
の
末

日
ま
で
に
届
く
よ
う
に
送
付
し
て

下
さ
い
。
 

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ
ん
 

の
振
替
加
算
は
 

振
替
加
算
と
は
、
配
偶
者
が
受

け
て
い
る
老
齢
厚
生
年
金
や
障
害

厚
生
年
金
の
加
給
年
金
の
支
給
対

象
と
な
っ
て
い
る
奥
さ
ん
が
、
」ハ

十
五
歳
に
な
っ
た
と
き
に
、
配
偶

者
に
支
給
さ
れ
て
い
た
加
給
年
金

に
替
え
て
、
自
分
の
老
齢
基
礎
年

金
に
生
年
月
日
に
応
じ
た
金
額
を

加
算
す
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。
 

な
お
、
振
替
加
算
の
み
が
年
金

と
な
る
人
は
、
裁
定
請
求
の
手
続

き
が
必
要
で
す
。
 

⑨ 広報かなぎ川川mmmm"" 

金
木
病
院
カ
ル
テ
 

⑩
 

 

虚血性心疾患」 

について 

内科医院 猪久保 洋 一 

 



	ノ 

11月末現在 前年同月比 

男 6,161人 △ 67人 

女 6,793人 △ 49人 

計 12,954人 △ 116人 

世帯数 3,891 	25 

人
ロ
と
世
帯
 

／
 

、
 

年
末
年
始
の
役
場
業
務
 

はじめまして 
みずき 
瑞 紀ちゃん 

っばさ 
翼 ちゃん 

10月30日生まれ 11月12日生ま才1 
体重 	3,034 g 体重 	3, 458 g 
新 	富 	町 芦 	野 	町 

福山和人さんの二女 秋元秀康さんの二男 

兄弟仲良く、丈夫に育 自由にのびのびと元気 
っように な子になりますように 

（母 	香より） （母 	朋 子より） 

貧 
、叫
 
、
 
 

瞥
 

灘
、選
，
  

零
 

、L
 

な
証
 

 

' 

戸“、 	1 
I 

、 	一J 

1 

、 

7' 

1
2月
2
8日
午
後
か
ら
翌
年
1
月
 

3
日
ま
で
、
役
場
業
務
は
年
末
年

始
の
休
み
と
な
り
ま
す
。
 

尚
、
戸
籍

・
税
務
業
務
、
ゴ
ミ

の
収
集
は
次
の
と
お
り
で
す
。
お

間
違
え
の
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。
 

●

戸
籍
業
務
（
町
民
課
）
 

月
2
8日

（
月
）
平
常
勤務
 

児
童
館
に
配
分
し
、
趣
旨
に
沿
う

よ
う
大
切
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
 

▼
金
木
社
交
ダ
ン
ス
研
究
会
 

（
会長
ー
今
 
彦
衛
）
 

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
 

ー
の
益
金
 

一
五
、
〇
〇
〇
円

▼
青
森
ヤ
ク
ル
ト
五
所
川
原
親
交

会
 

●

税
務
業
務
（
税
務
課
）
 

1
2月
2
9日

（
火
）
平
常
勤
務
 

1
2月
3
0日

（
水
）
平
常
勤
務
 

1
2月
3
1日

（
木
）
午
前
勤
務
 

●

ゴ
ミ
の
収
集
 

1
2月
2
8日

（月
）
平
常
勤
務
 

1
2月
2
9日

（
火
）
平
常
勤
務
 

1
2月
3
0日

（
水
）
平
常
勤
務
 

（
会長
廿
長
尾
甚
五
郎
）
 

一
人
暮
ら
し
老
人

へ
の
ク
リ
ス
マ

ス
プ
レ
ゼ
ン
ト
と
し
て
 

三
本
入
タ
オ
ル
二
〇
〇
組

以
上
の
方
々
が
金
木
町
社
会
福
祉

協
議
会
へ
 
「社
会
福
祉
の
た
め
に
」
 

と
寄
附
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。
 

趣
旨
に
沿
う
よ
う
大
切
に
使
わ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
 

有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
 

戸
籍

の
窓
 

(
1
1月
届
出

分
）
 

お
め
で

と
う
 

福
山
 

瑞
紀

（
和
人
）
金
 
木

津
 
田
 
夢
菜

（
盛

）
嘉
 
瀬

伊
藤
 
志

保
（
秋
美
）
嘉
 
瀬

秋

元
 

翼

（
秀康
）
金
 
木
 

お
し
あ
わ
せ
に
 

（
秋
元
 
英
幸
（
憲

一
）
嘉
 
瀬
 

「
一戸
 
恵
子
（良
一
）
五
所
川
原
市
 

、
須藤
 
彰
見

（
文蔵
）
平
賀
町
 

「角
田
 
貴
子
（
円
造
）
金
 
木
 
 

尚
広

（
悦
輝
）
稲
垣
村

康
子

（
保

）
喜
良
市
 

験

孝m
一
）
器
請
 

命
紗
襲証
編
謂
 

露

””
一
舞
晦

一P
)
 

罷
鶏

一
達競
 

露
報
販
磐
警柿
 

露
）

一
」
『
一
鰐
 

露
蹄
「
一
艶”
験
 罷

乳
競
一
」誘
 

令
上み
維轟
醸
「
 

お
く
や
み
 

タ
 
ョ

（
7
9才
）
川
 
倉
 

保
男

（
5
1才
）
川
 
倉
 

シ
イ
コ

（
5
4才
）
金
 
木
 

こ
の
欄
は
、
金
木
町
に
住
所

を
有
し
て
い
る
方
々
を
掲
載
し

て
い
ま
す
。
 

こ
の
欄
に
掲
載
を
希
望
し
な

い
方
は
、
町
民
課
窓
口
に
届
出

の
際
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。
 

11111111川川I 広報かなき 

12 
あ
な
た
の
善
意
 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
 

（敬
称
略
）
 
本
年
度
福
祉
ヤ
ク
ル
ト
の
益
金
 

▼
白
川
セ
ツ
 
二
二
、

〇
〇
〇
円

二
〇
、
〇
〇
〇
円
 

▼
扇
謡
会

（
会長
廿
成
田
亀
逸
）
 

「子
供
た
ち
の
た
め
に
役
立
て
て
 
毎
年
恒
例
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
民
謡

下
さ
い
己
と
寄
附
し
て
下
さ
い
ま
 
シ
ョ
ー
の
益
金
 

し
た
。
 

一
一
〇
、三
三
〇
円

早
速
、
町
内
5
カ
所
の
保
育
所

・
 
▼
金
木
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
 

三斉
上藤 

伊其秋

藤 田 元 

（
一
 

(
)
 


